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1. はじめに 

画像の色相を保存しつつ，明度と彩度を補正する手

法として局所射影明度を用いた色相保存アンシャープ

マスキング(LPBHPUM)がある．この手法では着目画素

周辺の明度分布に基づいて着目画素と周辺画素との

明度差を強調する．しかしながら，この手法では画像の

平坦部における微小な明度差が過度に強調されてしま

い，ノイズや擬似輪郭が生じるという問題点がある． 

本研究では，RGB 色空間上での等色相面において

色ベクトルを用いることで色相を保存しつつ，明度・彩

度補正を行う手法を提案する．提案手法を種々の画像

に適用し，その結果を評価する． 

2. 提案手法 

RGB 色空間とは赤，緑，青の光の三原色からなる色

空間である．図１に RGB色空間上での等色相面を示す．

RGB 色空間における入力画像𝑿(𝑖, 𝑗)を 

𝑿(𝑖, 𝑗) = (𝑿𝒓(𝑖, 𝑗), 𝑿𝒈(𝑖, 𝑗), 𝑿𝒃(𝑖, 𝑗)) 

= 𝑎𝐾(𝑖, 𝑗)𝑲 + 𝑎𝑊(𝑖, 𝑗)𝑾 + 𝑎𝐶(𝑖, 𝑗)𝑪(𝑖, 𝑗)   (1) 

とする．ここで， (𝑖, 𝑗)は画素の座標である𝑿𝒓(𝑖, 𝑗)，

𝑿𝒈(𝑖, 𝑗), 𝑿𝒃(𝑖, 𝑗)はそれぞれ RGB 成分の値を表しており，

[0,1]に正規化されている．また，𝑲, 𝑾, 𝑪(𝑖, 𝑗)はそれぞ

れの RGB 色空間上での黒，白，𝑿(𝑖, 𝑗)と同じ色相の純

色の点を表している． 𝑎𝐾，𝑎𝑊，𝑎𝐶は各ベクトルの係数

である．各係数は文献[2]より， 

      𝑎𝐾(𝑖, 𝑗) = 1 − max(𝑿(𝑖, 𝑗)), 

      𝑎𝑊(𝑖, 𝑗) = min(𝑿(𝑖, 𝑗)), 

      𝑎𝐶(𝑖, 𝑗) = max(𝑿(𝑖, 𝑗)) − min(𝑿(𝑖, 𝑗)),     (2) 

      𝑎𝐾 + 𝑎𝑊 + 𝑎𝐶 = 1 

を満たすとき，入力画像𝑿(𝑖, 𝑗)と等しい色相を持ち，

RGB 色空間内に存在することが保証される． 

 提案手法ではこれらの𝑎𝐾，𝑎𝑊，𝑎𝐶を式(3)で補正する． 

 
図１．RGB 色空間上の等色相平面  

 

 
図 2．露光不足画像での結果 

 

 
図 3．霧画像での結果 

      𝑎𝑊 = 𝑝𝑤𝑎𝑊 (𝐿(𝑖, 𝑗) − 𝐿̂(𝑖, 𝑗)) + 𝑎𝑊, 

      𝑎𝐾 = 𝑝𝐾𝑎𝐾 (𝐿̂(𝑖, 𝑗) − 𝐿(𝑖, 𝑗)) + 𝑎𝐾，      (3) 

      𝑎𝐶 = 𝑝𝐶𝑎𝐶 + 𝑎𝐶， 

ここで，𝐿(𝑖, 𝑗)は入力画像の明度，𝐿̂(𝑖, 𝑗)は𝐿(𝑖, 𝑗)にバイ

ラテラルフィルタを施した明度である．また，𝑝𝑊,𝑝𝐾 , 𝑝𝐶は

強調度合を決めるパラメータである．この補正により，エ

ッジや詳細部における明度差は強調され，平坦部では

彩度が強調される． 

3. 実験結果 

実験では，露光不足画像及び霧画像に対して

LPBHPUMと提案手法を適用した．提案手法のパラメー

タ𝑝𝑊，𝑝𝐾，𝑝𝐶はそれぞれ 2，2，4 とした． 

図 2 に露光不足画像に対する結果を示す．結果から

LPBHPUM では先鋭化が強く，疑似輪郭が発生してい

るのに対し，提案手法では自然な明度・彩度補正が行

えていることがわかる．図 3 に霧画像に対する結果を示

す．この結果からも提案手法では疑似輪郭を抑制し，

自然な明度・彩度補正が行えていることがわかる． 

4. 終わりに 

本研究では RGB色空間上での等色相平面において

色ベクトルを用いることで明度・彩度を同時に強調する

手法を提案した．従来手法と比較して良好な結果が得

られた． 

今後の課題はパラメータの自動決定法の開発である． 
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